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Ⅲ．保護  

 

大目標 紛争下、紛争後、また、大規模災害といった人道上の危機的状況下において、女性・女児

等を含む多様な受益者が、ジェンダーに基づく暴力（以下「GBV」という。）等の人権侵害

にさらされないようにする。 

意義と

狙い 

特に，人道上の危機的状況下においては、レイプなどの性暴力、ドメスティック・バイオ

レンス、性的搾取（支援へのアクセスの見返りとして性的サービスの提供を求められる

等）、人身取引など、GBVの危険が高まることが指摘されており，女性･女児を中心とする

脆弱性の高い多様な受益者（特に民族的･宗教的･言語的少数者、障害者、保護者のいない

子供、女性世帯主世帯、LGBT など。以下「女性・女児等」という。）に対する包括的な

保護の確保が急務である。その際，GBVはしばしば報告されないこと、危機的状況が過ぎ

た後も加害者の訴追・処罰や被害者の救済が行われないことが多いこと，また，GBVの背

景にはジェンダー規範・役割分担、ジェンダー不平等や法制度の不備があること，さらに、

GBVの被害者の圧倒的多数は女性・女児であるが、男性・男児や LBGT等も被害に遭ってい

ること、これらは時に女性・女児に対する暴力よりも報告・対応されにくいことを考慮す

る必要がある。国内の施策については、男女共同参画基本計画と連動して着実に進める。 

目標１ 人道上の危機的状況下における GBVの被害者に対し、身体的・医療的・社会心理的・法的・

経済的支援を含む包括的な支援が提供される。 

 具体策 1 GBVの被害者に包括的

な支援を提供するた

めの体制強化・報告の

徹底。 

〈指標１〉GBV 対応に関する既存の

Standard Operation Procedure（SOP）等

を活用した PKO 等の平和構築活動や緊

急・人道支援を実施する際の GBV 対応組

織との連絡体制の確立，GBV対応状況。 

〈指標２〉シェルターの提供等 GBV 被害

者支援を実施する NGO 等への支援の実施

状況。 

外務省 

JICA 

 具体策２ PKO等の平和構築活動

や途上国支援事業に

従事する職員・隊員の

研修。 

〈指標１〉GBV 対応、特に、セクシュア

ル・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

に関する研修の実施状況（参加者数，訓

練内容等）。 

〈指標２〉医療関係者への GBV 対応、特

に，セクシュアル・リプロダクティブ・

ヘルス／ライツに関する訓練を支援する

NGO等への支援の実施状況。 

外務省 

内 閣 府

PKO 本部

事務局，

防衛省 

JICA 

 具体策３ GBVの被害者に対する

移行期の（又は中長期

的な）支援。 

〈指標１〉紛争や大規模災害後に、GBV

の被害者の中長期的なリハビリテーショ

ン（医療的・心理社会的・経済的支援含

む）を支援する事業の実施状況。 

〈指標 2〉GBVの被害者の司法アクセス改

外務省 

JICA 
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善を支援する事業の実施状況。 

 具体策４ PKO等の平和構築活動

や途上国支援事業に

従事する文民たる職

員・隊員による GBVの

予防。 

〈指標１〉派遣される職員・隊員に対す

る国際的な行動規範の周知・徹底の状況。 

〈指標２〉我が国の職員・隊員が加害者

となった GBV の被害件数と経過内容の報

告（国連 PKO局提出統計に準ずる）。 

外務省 

内 閣 府

PKO 本部

事務局 

JICA 

 具体策５ 国連等による紛争下

におけるGBV関連活動

への支援。 

〈指標１〉紛争下の性的暴力担当国連事

務総長特別代表事務所、UN Women，国連

機関その他国際機関への支援状況への支

援状況。 

外務省 

目標２ 人道上の危機的状況下における GBV等のリスクが低減され、予防される。 

 具体策１ 現地での初動対応、展

開、モニタリング体制

の整備支援。 

〈指標１〉現地で初動対応、展開、モニ

タリング体制の整備に従事する団体への

支援状況。 

 

外務省 

JICA 

 具体策２ 水･衛生･衛生促進

(WASH)、食糧･栄養、

シェルター、生活支援

物資配布、保健、教育

及び啓発活動などに

関する事業の企画・立

案の際のGBVリスク分

析。 

〈指標１〉当該事業における GBV リスク

分析の状況。 

外務省 

JICA 

 具体策３ 女性・女児（特にマイ

ノリティ女性や寡婦

など）を対象とする経

済的・社会的エンパワ

ーメント支援。 

〈指標１〉当該支援事業の支援状況（好

事例含む）。 

外務省 

JICA 

 具体策４ コミュニティの参

加・動員に基づく GBV

根絶及びジェンダー

平等促進プログラム

の支援。 

〈指標１〉当該支援事業の支援状況（好

事例含む）。 

外務省 

JICA 

 具体策５ 不正な小型武器の取

引対する国際的な規

制を強化（武器貿易条

約の早期発効を含

む）。 

〈指標１〉小型武器に関する国連総会決

議の状況（我が国の取組を含む）。 

〈指標２〉武器貿易条約の早期発効に向

けた取組状況。 

外務省 

目標３ 難民・国内避難民の保護及び支援にジェンダー視点が反映され、GBVが防止される。 

 具体策１ 難民･国内避難民支援 〈指標１〉関係国際機関における GBV に 外務省 



3 

 

に携わる要員の訓練。 関する訓練への支援状況。 

  緊急支援における難

民･国内避難民の登録

作業において、女性･

女児等を中心とした

脆弱性の高い受益者

の多様なニーズを特

定した記録する。 

〈指標１〉被支援者の難民の登録作業が

（世帯ではなく）個人ベースで行われて

いる実施状況。 

〈指標２〉上記登録において性別、年齢、

世帯の構成、特定のニーズ等の記録状況 

 

 具体策３ 水･衛生･衛生促進

(WASH)、食糧･栄養、

シェルター、生活支援

物資配布、保健、教育

及び啓発活動などに

関する事業の立案・実

施の際にGBVの予防及

び対応の視点を確保。 

〈指標１〉既存のジェンダー視点を盛り

込んだ人道支援運営国際基準（スフィ

ア・スタンダード等）の導入状況。 

〈指標２〉難民キャンプや避難所におけ

る保護支援活動の実施の意思決定への女

性の参加状況。 

外務省 

 具体策４ 難民･国内避難民とホ

スト･コミュニティ双

方を対象とした保護

支援活動を通して、両

者間の緊張関係を緩

和し、コミュニティの

動員を通して、女性･

女児等の生活環境の

改善に向けた包摂的

な支援を実施。 

〈指標１〉難民･国内避難民の保護支援計

画を策定する際の、ホスト･コミュニティ

を含めた包摂的な人道支援の状況。 

〈指標２〉保護支援計画を策定する際に、

難民･国内避難民とホスト･コミュニティ

双方の(女性の)代表を含める。 

 

外務省 

JICA 

 具体策５ 日本に保護を求める

難民への包括的保護

制度の確立の検討。 

〈指標１〉難民認定に携わる政府職員へ

の GBV 等に係る研修の件数、及び受講者

数。 

 

 

法務省 

外務省 

 

目標４ 派遣要員等による GBVを防止し、加害者に対し適切な捜査・処罰が行われる。 

 具体策１ PKO活動に派遣される

派遣要員によるGBVの

予防。 

〈指標１〉派遣前の GBV に関する研修の

実施状況。 

〈指標２〉国連 PKO派遣の際の GBV担当

者の配置。 

〈指標３〉国連 PKO 局等が主催する紛争

下における女性・女児等に関連する訓練

課程への日本人参加数。 

内 閣 府

PKO 本部

事務局 

防衛省 

外務省 
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 具体策２ PKO要員の訓練への支

援。 

〈指標１〉GBV 等関連講師の PKO 訓練セ

ンターへの派遣数，アジアやアフリカの

PKO訓練センターへの資金拠出額。 

外務省 

 具体策３ 派遣時にGBV加害があ

った場合の訴追・処罰

メカニズムの確立 

〈指標１〉苦情申し立て窓口の設置及び、

報告件数と対応状況。 

〈指標２〉GBV 等の加害者、および苦情

申し立て者に対するハラスメントを厳重

に処罰するポリシーの公表と遵守 

内 閣 府

PKO 本部

事務局 

防衛省 

外務省 

 具体策４ 国内における外国軍

隊によるGBVの予防と

適切な処罰の確保。 

〈指標１〉当該軍隊による GBV の検挙そ

の他の法的対応の件数。 

〈指標２〉GBV防止策について、地域の

女性団体を含む市民社会・自治体と行わ

れた協議及びその結果の反映状況。 

 

法務省 

警察庁 

外務省 

 具体策５ 国内における外国軍

隊によるGBVの被害者

への個々の実情に応

じた途切れのない支

援と補償へのアクセ

ス。 

〈指標１〉被害者の個々の実情に応じた，

途切れのない支援を提供するための施策

と補償に係る情報の周知に向けた取組状

況（民間の GBV 専門機関等と関連政府機

関の協働を含む）。 

内 閣 府

（共生社

会政策担

当・男女

共同参画

局） 

警察庁 

厚生労働

省 

法務省 

防衛省 

 

 

 具体策６ GBVの不処罰の終焉に

向けた国際社会の取

組に積極的に関与。 

〈指標１〉女性に対する暴力撤廃決議等，

国連総会，人権理事会や安保理における

関連決議その他国際的な取組への対応状

況。 

外務省 

 具体策７ UN Women，紛争下の性

的暴力担当国連事務

総長特別代表や国際

刑事裁判所（ICC）等

に対する人的・財政的

〈指標１〉人的・財政的貢献の状況。 外務省 
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貢献。 

目標５ 紛争下及び紛争後における武装解除・動員解除・社会復帰（DDR），司法制度を含む治安部

門改革（SSR）を支援する。 

 具体策１ 紛争後の元兵士（子供

兵を含む。）の武装解

除への女性・女児の保

護の視点の導入。除隊

後の社会復帰のため

の事業へのジェンダ

ー視点の導入。 

〈指標１〉女性・女児の保護の観点が導

入された DDRの支援状況。状況。 

〈指標２〉元兵士の社会復帰事業に女

性・女児等の特定のニーズに対応した事

業の実施状況。 

外務省 

JICA 

 具体策２ ジェンダー視点から

法律や制度の構築及

び運用を支援し、司法

へのアクセスを改善。 

〈指標１〉GBV に係る法整備支援事業の

実施状況。 

 

外務省 

JICA 

 具体策３ 不処罰の終焉のため

の研修、啓発事業等へ

の支援。 

 

〈指標１〉啓発支援事業の実施状況。 

〈指標２〉法務関係者（裁判官含む）・現

地警察及び軍への女性登用のために提供

された支援の実施状況。 

〈指標３〉法務関係者（裁判官含む）・現

地警察及び軍に対する研修の支援状況。 

外務省 

JICA 

警察庁 

 具体策４ 人道上の危機的状況

後のGBVの報告制度構

築の支援。 

〈指標 1〉当該支援の実施状況。 外務省 

JICA 

 


